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論 文 内 容 の 要 旨 
【背景】種々疾患患者で動脈硬化の進展と骨量喪失の関連が報告されているが、局所での血流量と骨量の関係
については明確な結論は得られていない。 
【目的】健常者において、総頚動脈硬化の進展を対照として大腿動脈硬化の進展に踵骨の骨量減少が関連する
か否かについて検討した。また、日常身体活動性（ADL）が骨量や動脈硬化の進展に影響を及ぼすか否かにつき
検討した。 
【方法】健常女性149名（平均年令54．1歳）において、腰椎骨密度（BMD）、踵骨音響的骨評価値（OSI）、
動脈壁肥厚度の指標として総頚動脈内膜中膜肥厚度と大腿動脈内膜中膜肥厚度（CCA IMT，FA IMT）、動脈壁硬
化度の指標として中心および末梢血管における脈波伝播速度（PWV）を測定した。ADL を 36－item Short Form 
でのphysical functioningにて評価した。 
【結果】FA IMTに対し、踵骨OSIは有意な負の独立因子であったが、腰椎BMDとは有意な関連は見られなかっ
た。一方、CCA IMTに対し踵骨OSI及び腰椎 BMD はいずれも関連がなかった。physical functioningは末梢血
管でのPWVに対し有意な負の独立因子であった。 
【結論】健常女性において、踵骨OSIが減少するほど下肢動脈壁肥厚度は進展するが上肢動脈壁肥厚度とは関
係しない事が示唆された。また、ADLが良いほど末梢血管での動脈壁硬化度が改善する事が示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
種々の疾患患者で動脈硬化の進展と骨量喪失の関連が報告されているが、局所での血流量と骨量の関係につ
いては明確な結論は得られていない。健常者において、腰椎の骨量を対照として大腿動脈の灌流域に属する踵
骨の骨量に大腿動脈硬化の進展が関連するか否か、また総頚動脈硬化の進展を対照として大腿動脈硬化の進展
に踵骨の骨量減少が関連するか否かについて検討した。また、日常身体活動性（ADL）が骨量や動脈硬化の進展
に影響を及ぼすか否かにつき検討した。 
 健常者262名（女性154名、男性108名、平均年令51．5歳）において、腰椎骨密度（BMD）、踵骨音響的骨
評価値（OSI）、動脈壁肥厚度の指標として総頚動脈内膜中膜肥厚度と大腿動脈内膜中膜肥厚度（CCA IMT，FA IM）、
動脈壁硬化度の指標として中心および末梢血管における脈波伝播速度（PWV）を測定した。また、ADLを36－item 
Short Formでのphysical functioning scoreにて評価した。 
 腰椎BMDの検討では、CCA IMT及びFA IMTはいずれも関連がなかった。一方、踵骨OSIの検討では、CCAIMT
とは有意な関連は見られなかったが、FA IMTは踵骨 OSIに対し有意な負の独立因子であった。逆に、CCAIMT
 －288－
 －289－
の検討では、踵骨OSI及び腰椎BMDはいずれも関連がなかった。一方、FA IMTの検討では、腰椎BMDとは有意
な関連は見られなかったが、踵骨OSIはFA IMTに対し有意な負の独立因子であった。また、physical functioning 
score は末梢血管での PWV に対し有意な負の独立因子であり、ADL 上昇が動脈壁硬化度の抑制因子であること
が示唆された。 
 健常者において、下肢動脈壁肥厚度の進展により、腰椎BMDは影響を受けなかったが、その灌流域にある踵
骨OSIが低値となる事が示唆された。逆に、踵骨OSIの減少により、下肢動脈壁肥厚度が進展する事が示唆さ
れた。一方、ADL上昇により、末梢血管での動脈壁硬化度が改善する事が示唆された。ADL上昇と踵骨OSI上昇
との関連が報告されていることから、ADL 上昇による動脈硬化の改善は骨血管相関を介していることが示唆さ
れた。 
 局所的な動脈硬化と骨量減少との関係が、両者が比較的進行していないと考えられる健常者の段階で存在す
る事が本研究により示された。 
 
 以上の研究は、健常者における動脈硬化と骨量の臨床学に貢献するものであり、博士（医学）の学位を授与
されるに値するものと判定された。 
 
